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主 な 内 容

桜山隧道通行再開
ずいどう

ごみ新方式意見交換会 約300人が参加　   
「いそぎく」合併号

真ん中のページを引き抜いてご覧ください

▼

一色小学校　田植えのようす

7

9

10東日本大震災で被災した人への
下水道料金の減免について
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本
年
度
よ
り
小
学
校
３
、
４
年
生
は
新
し

く
改
訂
し
た
社
会
科
副
読
本
「
は
や
ま
」
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
科
の
教
科
は
小
学
校
３
年
生
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
小
学
校
社
会
科
の
学
習
指
導
の

目
標
は
「
社
会
生
活
に
つ
い
て
の
理
解
を
図

り
、
我
が
国
の
国
土
と
歴
史
に
対
す
る
理
解

と
愛
情
を
育
て
、
国
際
社
会
に
生
き
る
平
和

で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て

必
要
な
公
民
的
資
質
の
基
礎
を
養
う
」（
学

習
指
導
要
領
）
と
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
３
、

４
年
生
で
は
、
地
域
に
基
づ
い
て
学
習
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
教

科
書
の
他
に
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る

葉
山
町
の
産
業
、
地
理
的
環
境
、
社
会
事
象

な
ど
を
取
り
上
げ
た
副
読
本
を
作
成
し
て
き

ま
し
た
。
社
会
科
副
読
本
の
初
版
は
昭
和
41

年
で
、
そ
の
後
改
訂
を
重
ね
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
訂
で
は
、
資
料
を
最
新
の
も
の

に
改
め
、
写
真
も
な
る
べ
く
現
在
の
も
の
を

採
用
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
安
全
な
く

ら
し
を
守
る
」「
健
康
な
く
ら
し
を
さ
さ
え

る
」
を
章
立
て
し
、
広
範
囲
な
分
野
を
記
述

い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
え
が
き
で
は
、「
１
、
２
年
生

で
学
習
し
た
生
活
科
で
は
、
活
動
や
た
い
け

ん
を
通
し
て
、
み
ぢ
か
な
人
び
と
と
、
社
会

や
自
然
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
考
え
て

き
ま
し
た
。
３
、
４
年
生
の
社
会
科
で
は
、

小
学
校
社
会
科
副
読
本
の
改
訂

小
学
校
社
会
科
副
読
本
の
改
訂

葉
山
町
の
様
子
や
葉
山
で
働
い
て
い
る
人
た

ち
の
こ
と
を
、
も
っ
と
知
っ
て
、
ふ
る
さ
と

葉
山
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
小
学
生
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
よ
く
知

り
、
取
材
な
ど
を
と
お
し
て
地
域
と
ふ
れ

あ
っ
て
ほ
し
い
と
念
願
い
た
し
ま
す
。

　
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
教
育
現
場
の
先
生

方
と
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
機

関
や
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
、
教
育
実
践
を
と
お
し
て
、
一

層
よ
り
よ
い
も
の
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
副
読
本
は
学
校
備
え
付
け
の

備
品
扱
い
で
す
が
、
葉
山
町
教
育
研
究
所
、

な
ら
び
に
町
立
図
書
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、７
月
８
日
〜
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
「
葉

山
ま
ち
づ
く
り
展
」（
福
祉
文
化
会
館
大
会

議
室
）
に
過
去
の
副
読
本
と
と
も
に
展
示
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼

新しく改訂した小学校３，４年生用
　社会科副読本

副読本の目次 ▼

葉
山
町
教
育
研
究
所
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　本年度より小学校３、４年生は新し

く改訂した社会科副読本「はやま」を

使用しています。

　社会科の教科は小学校３年生から始

まります。小学校社会科の学習指導の

目標は「社会生活についての理解を図

り、我が国の国土と歴史に対する理解

と愛情を育て、国際社会に生きる平和

で民主的な国家・社会の形成者として

必要な公民的資質の基礎を養う」（学

習指導要領）としています。小学校３、

４年生では、地域に基づいて学習する

ことになっています。したがって、教

科書の他に、自分たちが暮らしている

葉山町の産業、地理的環境、社会事象

などを取り上げた副読本を作成してき

ました。社会科副読本の初版は昭和41

年で、その後改訂を重ね現在に至って

おります。　今回の改訂では、資料を最新のもの

に改め、写真もなるべく現在のものを

採用いたしました。また、「安全なく

らしを守る」「健康なくらしをささえ

る」を章立てし、広範囲な分野を記述

いたしました。

　また、まえがきでは、「１、２年生

で学習した生活科では、活動やたいけ

んを通して、みぢかな人びとと、社会

や自然とのかかわりについて、考えて

きました。３、４年生の社会科では、

小学校社会科副読本の改訂

小学校社会科副読本の改訂葉山町の様子や葉山で働いている人た

ちのことを、もっと知って、ふるさと

葉山を好きになってほしいと思いま

す」と呼びかけました。小学生たちが、

自分たちの住んでいる地域をよく知

り、取材などをとおして地域とふれ

あってほしいと念願いたします。

　作成にあたっては、教育現場の先生

方と協議を重ねました。また、関係機

関や地域の方々にご協力をいただきま

した。今後、教育実践をとおして、一

層よりよいものを目指してまいります。

　なお、この副読本は学校備え付けの

備品扱いですが、葉山町教育研究所、

ならびに町立図書館に置いてあります

ので、ご希望の方はご覧ください。ま

た、７月８日〜10日に開催されます「葉

山まちづくり展」（福祉文化会館大会

議室）に過去の副読本とともに展示を

予定しています。

▼新しく改訂した小学校３，４年生用
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